
東北農業研究 (Tohoku Agric Res)56, 207-208(2003)

培地資材の物理性と化学性がイチゴの果実収量に及ぼす影響
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1 はじめに

イチゴの高設栽培は収穫や管理の作業姿勢の改善効果

が高く,急速に普及している。NFTや ロックウールシ

ステムなどの養液栽培に加え,最近では有機質資材や土

壌などの単体または混合物を培地として用いる場合も多

い。 しかし,培地の物理性や化学性がイチゴの生育状況

や果実収量に及ぼす影響を調べた報告は少ない。そこで

本実験では,や し殻繊維に土壌を混合した資材を培地と

して用い,培地の物理性,化学性の違いが果実収量に及

ぼす影響を明らかにする。

2 試験方法

や し殻繊維に土壌 (砂壌土,黒ボク土,鹿沼土)を 20

(v/v)%ま たは 40(v/v)%混合し,物理性と化学性が異な

る培地を作成 した。対照としてロックウール (粒状綿 ,

日東製紡 66R)を供試 した。それぞれの培地の二相分布

(pF1 5),陽イオン交換容量 (CEC)を測定した。プラ

スチックポットに詰めた培地に一定速度で水を満下した

時の重量変化を測定し,透水性の簡易評価を行つた。

さらに,それぞれの培地を用いて,栽培試験を行つた。

品種は とちおとめ'を用い,培養液循環利用の有無 (開

放系/閉鎖系)を設定した。発泡スチロール製の栽培ベ

ンド (深 さ 20cm,幅 27cm)に各培地を詰め,タイマー

制御のポンプとドリップタイプの灌水チュープで培養液

を給液した。給液量は 1日 当たり 100～ 300m′株を,4

回～ 6回に分けて給液した。2001/7717に 未発根苗を栽

培ベッドと同じ培地を詰めたセル トレイに挿 し芽し,

シ11～ 974の期間,夜冷短日処理 (13℃ , 8時間日長 )

を行い,栽培ベッドに 9/D定植 した。 1区 10株,2反復

制とし,着色果実を週 3回収穫した 保温開始は 10月

上旬で,夜間最低 10℃ , 日中の換気温度は 25℃で管理

した

3 試験結果および考察

(1)培地の物理性と化学性

単位容積当たりの陽イオン交換容量は砂壌土,黒ボク

土の混合によって増加 し,特に黒ボク土を混合 した場合

に顕著であった。一方,鹿沼土の混合では陽イオン交換

容量はあまり変わらなかった (表 1)。

気相率は鹿沼上の混合によって増加 し,200/0混 合のほ

うが,40%混合よりも増加が大きかった。砂壌土は 20%

混合の場合には気相率は増加 したが,400/Oの 混合では固

相率が大きくなり,気相率は減少した。黒ボク土の混合

によつて気相率は減少した (表 1)。

透水性の簡易的な評価の結果を図 1に示した。透水性

の低い培地は重量変化が大きい。砂壌土および黒ボク土

の混合によって,透水性は低くなり,特に,黒ボク± 40%

混合では透水性は極端に低下した。一方,鹿沼土の混合

では透水性の変化はあまりみられなかった。

(2)果実収量に対する影響 (表 1)

開放系,閉鎖系の場合ともに,砂壌± 400/0,黒ボク

± 400/0,ロ ックウールは果実収量が低かつた。気相率

が小さく,また,透水性の低い培地では,果実収量が低

いと考えられた。開放系の場合には砂壌± 20%,鹿沼

± 20%の混合で果実収量が高く,気相率と透水性の高

い培地で果実収量が高いと考えられた。

これに対 して,閉鎖系の場合には,黒ボク± 20%混

合の場合に最も高くなった。閉鎖系の場合について,循

環培養液の pHと EC推移を調べた (図 3)。 ロックウー

ルでは pH7～ 8と 高く推移 し,砂壌± 200/0,鹿 沼土

200/0は pH55～ 60と やや低く推移した 黒ボク± 200/0
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では ,H6～ 65で推移した ECは 日数の経過とともに,

少しずつ上昇する傾向であつた。ロックウールが最も高

く推移し,最大 1 8dWm程度となつた やし殻繊維を含
む培地では鹿沼± 20%が最も高く,次いで砂壌± 200/0,

やし殻繊維単体となり,黒ボク 20%で最も低く推移し

た。培養液中の多量要素成分の濃度推移はアンモニアイ

オン,塩素イオン以外は日数経過とともに上昇する傾向

があり,EC値上昇の原因と考えられた (データ略)。

そのうち硝酸イオンとマグネシウムイオン,カルシウム

イオンの濃度は培地間の ECの違いと一致し,陽イオン

交換容量の影響を反映していると推察された。また,砂

壌± 20%で はナ トリウムイオン,塩素イオンの濃度が

高く,これは,砂壌土の含有成分の影響と考えられる。

また,ロ ックウールと比較して,やし殻繊維を含む培地

ではカリウムイオン,ナ トリウムイオンの濃度が高く,

母材のやし殻繊維の含有成分の影響が現れていると考え

らオιる。

これらのことから,閉鎖系では培地の陽イオン交換容

表1 培地資材の物理性,化学性と林当たり商品果収量

E合ヨ合    OEO        三和分¬0   蜃比■ ■比■ ●品彙収量(ノ凛,
培地種類   (V/Vゆ me/100g me/L  気相 液相 固相  g/mL g/mL 目麟案 開放秦

やし籐 砂●■   20   260   759  593 360 47   03  70  511  058
やし

“

砂颯■   40   20 9  102 9  401 422 17B   α5  20  400 481
やし鮨 ■ボク   20   m3   99■   450 460 75   曖   27  017  040
やし殻,■ボク   40   396  1147  432 490 79   03  38  520  538
やし政+鷹沼
=   20   501   581  0口

 360 2つ    01  57  545  019
やし螢'Etti   40   27 4   51 6  50 3 40 3 6■    02  32  504  615
やし穀単体     0   ,30   640  5110 494 06   01  143  571  581
■刀・ ,r         ,6  --47~~42す 3ヽ1~ る0 ~ o2~ 09 ~498~ 449

量,含有成分などが循環培養液のpH,ECおよびイオン

成分濃度に影響し,イ チゴの生育や果実収量に影響する

ことが明らかとなつた。陽イオン交換容量の大きい培地

では,根域のイオン成分濃度や pH,ECが 安定しやすい

と考えられる。黒ボク 20%の培地は開放系においても

収量が高い。これは,給液から次の給液までの時間とい

ったように短期的にみた場合には,閉鎖系と同様に pH,

EC,成分濃度の影響があるものと考えられる。

4 まとめ

イチゴの養液栽培においては,培地の気相率,透水

性などの物理的な特性が果実収量に大きく影響してお

り,気相率と透水性の高い培地が適することが明らとな

つた。また,陽イオン交換容量や含有成分など化学的な

特性が根域の肥料成分濃度や pH,ECに影響することが

明らかになり,陽イオン交換容量の大きい培地のほうが

根域環境が安定し,収量が高いことが示された。
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図1 培地の透水性評価

培地の透水性の評価は,直径 15cmの

プラスチック製ポットに培地を充填 し,

期防卍分の流速で 1011mlの 水をポット中央

に水を滴下し,重量変化を測定した。
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図2 培地の気相率と商品果収量の関係
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20%混合の培地のみ表示 )図3 循環培養液のpH,ECの 推移 (閉鎖系 ,
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